
に関して、 

書籍の対応事項の本文を抜き取り、 

調査方法を解説します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本かぶり厚さの調査方法は、新設構造物に対応した方法であり、既設構造物には適していません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

①10％抜き取り調査 → NG   ②20％抜き取り調査 → NG   ③全数検査 → NG  ④破壊検査 NG → 補修工事 

1.  測定結果の値が、設計最小かぶり 

厚さ-10mm の値以上であるか？ 

2.  測定結果の値が、設計最小かぶり厚さ 

に満たない箇所数が 15％以下であるか？ 

3.  測定結果の平均値が、設計最小かぶり厚さ 

以上であり、かつ設計かぶり厚さ+20mm 

以下であるか？ 



 

ここは何の根拠もない虚偽内容が書かれている。著者と協会との忖度等があると考えられる。 

コンクリート診断士の受講者を増やしたいのでしょう。 

実際にコンクリート診断士の有資格者で鉄筋探査機器やかぶり厚さの調査知識及び経験、電磁誘導法に関して十分

な知識と経験を有している人は、その 20％にも満たないでしょう。少なからず私は１名も会ったことがない。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

始業前点検の実施 

ヒルティのフェロスキャン 

PS200 や PS300 等のエンコ

ーダ付の探査機は寸法上こ

の仕様の試験片では点検出

来ない。 

補正値を求める作業は時間も費用も沢山掛かります。JASS5

の通り測定 とは、補正値も含めるのかどうか？ 

事前に検討が必要です。過去の事例では、補正値の算出を実

施してもその分の報酬は回収出来たことがないです。 
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本書では、かぶり厚さの測定

を 80ｍｍまでとしているが、 

昨今の建築構造物の中には、

柱でかぶり厚さの設計値が

130ｍｍであることもしばし

見られます。 

そういった場合でも、電磁波

レーダ法で比誘電率を補正す

ることで電磁誘導法の測定精

度と同等の精度で測定するこ

とが出来ます。 

最新のＲＣレーダ探査機には 

比誘電率の補正機能が充実し

ている機器がありますので、

それらも有効に活用すべきで

す。 

また、電磁波レーダ法では。 

鉄筋が密に入っていてピッチ

が狭い場合でも、他の箇所と

同じ精度で測定できる利点も

あります！ 



 


